
レーザー物理入門
実場E(t)とその複素振幅（正の周波数成分）の関係式（ヒルベルト変換） p.31

積分路S1+S2+S3での　　　　　の積分を考える。積分路内に特異点はないから積分値は0。

A(t)は正の周波数成分しか持たないのでS3での積分値I3は（十分遠くに取れば）0なのでI1=-I2。



E(t)はRe[A(t)]であったから上式を正の周波数成分しか持たない場A(t)の実部Re[A(t)]と
虚部Im[A(t)]との関係式と見て、A(t)をiA(t)に置き換えれば次の式も直ちに得られる。


